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「私」がいれば 隣にいてくれる人もいる 支えてくれる人もいる 

 みんな前に向かって 元気のあふれる街を目指して 

 

◇◆新たな意気込みで「第１８回定期総会」を開催！◇◆ 
 

宇治ボランティア活動センターの定期総会が、 

2012年４月２２日に宇治市産業会館で開催され 

本年度の活動方針と予算、並びに一部運営委員の 

補充選出などを決めました。 

  総会には社協から中島常務理事が参列され、熱 

い激励のﾒｯｾｰｼﾞを頂き、またセンター運営委員に 

は新たに「岡野英一」氏を迎えることとなりまし 

た。 

  活動計画では、①登録団体等への貸出し器具機材の充足 ②センターと登録団体（個人） 

との連携強化と登録者拡大 ③センターの啓発用パンフの作成等、新たな取り組みも盛り込 

み、ボランティアの更なる活性化やセンター機能の強化を推進していくことを誓い合いました 

二部では、センター登録団体等の日頃の活動をｽﾗｲﾄﾞｼｮｰにまとめた「DVD」を和やかに観 

賞し、相互の交流を深め合いました。 

 

総会を終えて・・曽谷運営委員長が語る！   岡野前宇治社協事務局長を 
運営委員に迎えゴーＧО 
 

今回の総会は役員改選時でなく、2011・2012 年の中間年として仕上げの年となり、 

運営委員一同諸活動推進に引き続きパワー全開で臨みます。 

併せて、運営委員に１名の欠員があり、その補充に去る 3 月末に宇治市社会福祉協議会 

(コラボネット宇治)を定年退職され、龍谷大学特任教授の道を選ばれた前事務局長の「岡野 

英一」氏が運営委員就任を快諾していただき、氏の宇治市社協で培ってこられた経験・知識 

や当センターへの想いが大いに発揮され、ボランティア活動センターの更なる飛躍に貢献い 

ただけるものと期待しています。 

2011 年からは、運営委員会を定期開催（毎月第３金曜日午後７時より）とし、出席率が 

飛躍的に高まり、１階ボラ室での開催は昔の語り草となり、今では社協３階の広い第４会議 

室をメインにして開催をしています。そして各運営委員の主な事業担当は希望を尊重しつつ 

分担し、各事業項目には五役が必ず入る体制とし、ようやく理想的な運営委員会体制が出来 

てきたものと自画自賛しております。 

 これからも当「活動センター」の運営に乞うご期待を！    運営委員長 曽谷 武 
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宇治市災害ボランティアセンターの第 5 回総会が平成 24 年 4 月 21 日（土）に宇治市産業 

会館大会議室で開催されました。 

当日は災害ボランティアセンターに加入の 73 団体のうち 60 団体 80 名を超える出席があ 

り、総会において伊藤義明代表の開会挨拶の後、予定されたすべての議案が承認されました。 

特に平成 23 年度の事業報告では東日本大震災での多方面にわたる被災地支援活動や「災害に強

いまちづくり」をめざす活発な活動が報告されて、あらためて災害ボランティアセンターの役割

が注目されました。 

また来賓として、宇治市長 久保田勇様（代理） 京都府災害ボランティアセンター副代表 

吉村雄之祐様よりのご挨拶がありました。災害時における活動とともに常設型の宇治市災害ボラ

ンティアセンターとして、平常時における訓練、教育、啓発活動を通して地域住民との関わりを

大切にして、災害に対する意識や連帯感を高めるためのセンターに大きな期待をされました。 

総会後の第 2 部では 3.11 大震災被災の当日より大島地区災害対策本部長を務められた白幡

雄児氏より「気仙沼大島の東日本大震災における災害対策」についての講演がありました。

3,250 名の命を守ることを第一として不明者の捜索、瓦礫の撤去、避難所の運営、物資の調達

など復旧活動を進め、復興の足がかりを模索しながら被災地現場の生々しい現実と日夜奮闘され

ておられるお話をお聞きしました。熱く、一方で冷静に現実的な判断して対応されていることな

ど参考になることが多々あり大いに感銘を受けました。依然として困難な状況にある大島の置か

れている現実に改めて一日も早い復旧・復興することを誰もが願うばかりでした。【文責 岡田】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時 ：平成２４年６月１６日（土） 10:00～12:00  

場 所 ：宇治市総合福祉会館 ３階大広間 

内 容 ： ①事前に皆さんから出た意見について 

②出てきた意見を基にしたディスカッション 

③当日出席者の意見を聞くためのワークショップ 

④その他 

当日は、皆さんから出た意見について、議論を交わしていきたいと考えております。可能な限り 

６月８日(金)までにご意見を 宇治ボランティア活動センター 土田（宇治市社会福祉協議会）まで 

ご提出ください。 

          

  

 

 

災害ボランティアセンター総会の報告 
 

 

今年度も志津川福祉の園・他の皆さんと会館清掃に汗を流し昼食をとりながら交流 

しませんか。昼食は美味しい ”おにぎり“ ”豚汁”など用意します。 

多数のご参加お待ちしています。 

日時： 平成２４年７月９日（月） ９：３０～１３：３０ 

場所： 宇治市総合福祉会館 ３Ｆ大広間に集合 

準備の都合上事前申し込みをして下さい。 

（登録団体・個人登録者にはご案内と申込書を送付します）          

                       

 

 

会館清掃と交流会のお知らせ 

 

 

２０１２年度 個人・団体登録者意見交換会のご案内 

日ごろのボランティア

活動への思いを伝え、 

皆様の相互交流できる場

として、ご活用ください 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時；６月１３日（水）１２時３０分～１４時３０分 

場 所；文教大学 弘誓館（ぐぜいかん） Ｇ１０４ 

講 師；米山 正幸 氏（兵庫県野島断層保存館副館長） 

     中村 瑞貴 氏（宮城県本学仙台現地ボラ受け入れ先寺院住職） 

参加費；入場無料・申し込み不要 

問い合わせ；京都文教大学 学生課 ☎ 0774-2５-２４９７ 

 

 

 

 

 

  ５月２０日「遊びの学校運営委員会遊び研究会」の取材に伺いました。 

この日は遊びの学校の入学式でスタッフの若者、参加者の親子５０余名が炭山キャンプ場で 

デイキャンプを行いました。高校生、大学生が子どもの班のリー 

ダーとなり、焼きそばや焼きおにぎりを作りお母さん方にご馳走 

しました。家では何もしないという子どものお母さん方は、自分 

の子が危なっかしい手つきで包丁やナタを使う姿を遠巻きに眺め 

ながら、昼食のできあがるのを待ちました。スタッフの皆さんは 

子どもの班に付いている学生以外にも、大学生や社会人の人達が 

多く、てきぱきと仕事をこなしています。スタッフの皆さんは 

月の日曜日のうち２回以上を遊びの学校に潰されていますよと笑いながら話してくれました。 

本当に子どもが好きな人の集まりなのだと思います。食事の後の片づけや掃除もリーダーと 

子どもが一緒になってします。「頑張ってるよ～っ」と顔も 

手もススだらけになっています。 

終わった後は誰言うとなくオニごっこが始まりました。 

お母さん方も「私たちではあんなに走りまわれません。若いで 

すね」と感心していました。 

              これから１年間同じメンバーで野外活動を続けるそうです。 

                

 

 

ボラ活:活動紹介コーナー  Ｖｏｌ ７ 

 

 

 

5 月 27 日(日)に、平成 23 年秋に『緑綬褒章』を受章された宇治手話の会茶だんごの祝 

賀式（発起人：ろうあ協会、手話サークル太陽、ボラ活）が開かれました。 

緑綬褒章（りょくじゅほうしょう）とは、「自ら進んで社会に奉仕する活動に従事し徳行顕著 

である者」（内閣府 HP より）に贈られる褒章です。茶だんごは､昭和４９年設立からの長き 

に渡る聴覚障がい者の支援活動などが認められました。 

祝賀式では茶だんご発足から３８年間のあゆみがお話された後、 

来賓の方々からの 謝辞を賜りました。 

栄えある緑綬褒章を授賞された宇治手話の会茶だんごさんには心 

からのお祝いを申し上げます。式に参加して、我々ボランティア活 

動センターも、何十年後かには褒章を授賞できるよう皆さんのため 

になる活動をしていきたいと強く感じました。 

 

手話劇が流され、…。 

 

茶だんご緑綬褒章祝賀式レポート 

 

 

『阪神淡路大震災・東日本大震災 
  被災現場を聞く・学ぶ・活かす講演会』のお知らせ 
 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

ボランティアさん 大募集！！  

 

 

 宇治市社会福祉協議会（ｺﾗﾎﾞﾈｯﾄ宇治）と、東宇治中学校、宇治中学校では、３年生の授業

で「命の尊さを伝えたい」という目的で、赤ちゃんとのふれあい交流をしています。 

 この取り組みに参加してくださる「赤ちゃんボランティア」を募集しています。 

 １日だけでも構いません。ぜひ赤ちゃんとボランティアデビューをしてみませんか？ 

<内容>首が座ったくらいからおおむね１歳までの赤ちゃんとその保護者の交流 

<申し込み> 宇治市社会福祉協議会（ｺﾗﾎﾞﾈｯﾄ宇治）☎0774-22-5650 

  FAX0774-22-5654  メール mail@uji-shakyo.net 

    ❈参加者には１週間ほど前に、詳細をご連絡します。 

   ❈また、秋にも同様の授業が３クラス予定されています。 

 

 

 

 

一緒にパタニングをしてくれませんか。パタニングは、3 人で一緒に行います。 

うつぶせで寝ている子どもの右手足を一人、左手足を一人、頭を一人が持って、赤ちゃんの腹

ばいのような動きをします。毎日 5 分して 10 分休憩を繰り返し 6 回しています。 

3 回で 1 セット、1 日 2 セットしています。1 セットにかかる時間は 1 時間ほどになります。 

8 歳と頑張り屋の男の子でパタニングを行っています。お友達と二人でも歓迎。時間要相談。

夕方 6 時半から来ていただける方も探しています。 

  詳細は、宇治ボランティア活動センターへ。 

     電話 0774-22-5650 メール mail@uji-shakyo.net 

 

＜宇治中学校＞ 

日時；７月９日（月）・１１日（水） 

   午前９時半から１１時 

（授業は９時５０分から１０時４０分） 

場所；宇治市立東宇治中学校 図書室 

〆切；６月２８日（木）まで 

    

 

  

 

 

 

 

６月１１日（月）イエローレシートキャンペーンの取組み １５～１７時 於；ｲｵﾝ大久保店 
６月１５日（金）第２回運営委員会開催 １９～２１時 於；福祉会館 
６月１６日（土）活動ｾﾝﾀｰ個人・団体登録者意見交換会 10～12 時 於：宇治市総合福祉会館 

６月 ３０日（土）障害者スポーツ大会  ９時３０分～１５時 於；西宇治体育会 

7 月  9 日（月）活動ｾﾝﾀｰ登録者交流会 １0 時～「志津川福祉の園」等の皆さんと会館清掃＆交流  

 

 

ボランティア活動センター【今後の活動日程】 

翔ちゃんを助けて ～ボランティアのお願い～ 

 

赤ちゃんボランティア募集 

 

＜東宇治中学校＞ 

日時；６月２５日（月）・２６日（火）・ 

２７日（水）・２９日（金） 

   午前９時半から１１時 

（授業は９時５５分から１０時４５分） 

場所；宇治市立東宇治中学校 国語教室 

   ※駐車スペースもあります。 

〆切；６月１４日（木）まで 

 

 

 

 

宇治社会福祉協議会＆宇治ボランティア活動センター 

加入団体紹介・イベント案内等、各種情報掲載ページです。 
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